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マイエコー，買っちゃいました
是非マイエコーを持ちましょう

勝谷洋文
戸塚共立第 2病院 整形外科

スポーツドクターを志し実際に現場に出てみたが，現場でできることがあまりにも少な
く，やり甲斐を見出せなかったりする．そのような経験をされた先生も少なくないのではな
いでしょうか．実際ドクターとして現場でできることは限られており，私も同じような葛藤
を抱いていました．何か現場でできることを増やしたいと考えたときに，エコーならいろい
ろできるのではないかと考えました．病院にあるエコーは時々使っていましたが，外に持ち
出すことはできないし，画質も良くなかったので…マイエコー買っちゃいました！
エコーを購入してからは，現場でできることが増え充実した活動ができています．試合や

遠征中に選手が怪我をした際，そのまま参加させていいのか病院受診させるべきなのか判断
することがあります．今までは圧痛などの局所所見で判断していましたが，エコーがあれば
非侵襲的に簡便にある程度の判断ができます．表在に近い部位であれば骨折の有無も判断で
きます．また客観的画像として健側とその場で差異を比較し見せることができますので，選
手本人やコーチングスタッフへの説得力も上がります．エコーを使用していると，興味を
持った他の選手が自分も見てくれと寄って来ることも多く，今まで以上にコミュニケーショ
ンがとれます．
また実際の診療の質も変わります．アスリートに多い違和感や張り，よくわからない痛み

に対して，まずはエコーを当ててみることで筋損傷の瘢痕や剥離骨折などを見つけることが
できた経験もあります．そして生理食塩水のエコーガイド下 hydrorelease によってドーピ
ングや副作用も気にせず痛みを改善できるようになってきています．このようにスポーツド
クターの現場での活用だけでなく，日々の診療でも質と幅が広がっていることを実感しま
す．これからスポーツドクターを志す人は，是非エコーを持ちましょう．

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
0 

2026/10/14 10:01:59


